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平成17年 9月30日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

規
　
則

◯
秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
八
七
・
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
消
防
関
係
職
員
服
装
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
八
八
・
総
合
防
災
課
）
…
…
…
１

◯
秋
田
県
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に
関
す
る
条
例
第
十
六
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
を

定
め
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
八
九
・
市
町
村
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
九
〇
・
福
祉
政
策
課
）
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
九
一
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
３

◯
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
九
二
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
…
…
…
３

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
八
十
七
号

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
人
事
課
の
項
第
十
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
他
の
所
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」

を
加
え
る
。

第
十
三
条
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
　
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当
の
届
出
に
係
る
事
実
の
確
認
、
額
の
決
定
等

に
関
す
る
こ
と
。

五
　
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
契
約
、
勤
労
者
財
産
形
成
年
金
貯
蓄
契
約
及
び
勤
労
者
財
産
形
成

住
宅
貯
蓄
契
約
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
五
条
の
四
第
三
項
の
表
平
鹿
地
域
振
興
局
建
設
部
の
項
中
「
平
鹿
郡
山
内
村
」
を
「
横
手
市

山
内
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
二
十
の
表
秋
田
県
果
樹
試
験
場
の
項
中
「
平
鹿
郡
」
を
「
横
手
市
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
表
秋
田
県
秋
田
福
祉
事
務
所
の
項
中
「
秋
田
県
秋
田
福
祉
事
務
所
」
を
「
秋
田
県

中
央
福
祉
事
務
所
」
に
、
「
潟
上
市
」
を
「
由
利
本
荘
市
　
潟
上
市
　
に
か
ほ
市
」
に
改
め
、
同
表

秋
田
県
由
利
福
祉
事
務
所
の
項
及
び
秋
田
県
仙
北
福
祉
事
務
所
の
項
を
削
り
、
同
表
秋
田
県
南
福
祉

事
務
所
の
項
中
「
平
鹿
郡
」
を
「
大
仙
市
　
仙
北
市
　
仙
北
郡
」
に
改
め
る
。

第
二
百
四
十
五
条
第
三
項
の
表
中
第
五
十
二
号
を
第
五
十
三
号
と
し
、
第
十
四
号
か
ら
第
五
十
一

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
消
防
関
係
職
員
服
装
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
八
十
八
号

秋
田
県
消
防
関
係
職
員
服
装
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
消
防
関
係
職
員
服
装
規
則
（
昭
和
三
十
年
秋
田
県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
図
の
略
帽
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
略
帽
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

１

規
　
　
　
　
　
　
則

ペ
ー
ジ

十
四

企
業
誘
致

専
門
監

商
工
業
振
興
課

誘
致
企
業
室

上
司
の
命
を
受
け
て
、
企
業
誘
致
に
関
す
る
特
に

重
要
な
事
項
の
調
査
、
調
整
等
を
つ
か
さ
ど
る
。

帽　略
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よ
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に
関
す
る
条
例
第
十
六
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
を
定
め

る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
八
十
九
号

秋
田
県
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に
関
す
る
条
例
第
十
六
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
を

定
め
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
秋
田
県
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に
関
す
る
条
例
第
十
六
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
を
定

め
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

秋
田
県
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に
関
す
る
条
例
第
十
六
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域

を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
大
潟
村
及
び
象
潟
町
」
を
「
に
か
ほ
市
及
び
大
潟
村
」
に
改
め
る
。

（
秋
田
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

秋
田
県
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
の
二
の
表
奈
曽
川
支
流
ソ
リ
コ
川
の
項
中
「
、
ウ
」
を
「
及
び
ウ
」
に
、
「
由
利

郡
象
潟
町
上
浜
字
一
の
沢
干
場
」
を
「
に
か
ほ
市
象
潟
町
西
中
野
沢
字
干
場
」
に
、
「
象
潟
町
一

丁
目
塩
越
象
潟
漁
港
燈
台
」
を
「
に
か
ほ
市
象
潟
町
字
一
丁
目
塩
越
象
潟
漁
港
の
防
波
堤
突
端
」

に
改
め
る
。

（
秋
田
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

秋
田
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
秋
田
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
の
表
中
「
平
鹿
郡
」
を
「
横
手
市
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
九
十
号

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

様
式
第
三
十
五
号
中
「
由
利
本
荘
市
」
を
「
男
　
鹿
　
市
」
に
、
「
男
　
鹿
　
市
」
を
「
湯
　
沢

市
」
に
、
「
湯
　
沢
　
市
」
を
「
鹿
　
角
　
市
」
に
、
「
大
　
仙
　
市
」
を
「
由
利
本
荘
市
」

「

に
、
「
鹿
　
角
　
市
」
を
「
潟
　
上
　
市
」
に
、
「
潟
　
上
　
市
」
を
「
大
　
仙
　
市
」
に
、

「

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
山
　
　
　
本
」
を
「
仙
　
北
　
市
」
に
、

」

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
仙
　
　
　
北
」
を
「
中
　
　
　
央
」
に
改
め

」

」

る
。様

式
第
四
十
号
別
紙
中
「
由
利
本
荘
市
」
を
「
男
　
鹿
　
市
」
に
、
「
男
　
鹿
　
市
」
を
「
湯
　

沢
　
市
」
に
、
「
湯
　
沢
　
市
」
を
「
鹿
　
角
　
市
」
に
、
「
大
　
仙
　
市
」
を
「
由
利
本
荘
市
」

に
、
「
鹿
　
角
　
市
」
を
「
潟
　
上
　
市
」
に
、
「
潟
　
上
　
市
」
を
「
大
　
仙
　
市
」
に
、
「
市

「

計
」
を
「
に
か
ほ
市
★
」
に
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
山

」

」

「

「

本
」
を
「
市
　
　
　
計
」
に
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
仙

」

」

北
」
を
「
中
　
　
　
央
」
に
改
め
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
十
七
年
九
月
分
に
係
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
生
活
保
護
法
施
行
細
則
第
十
六
条
の

規
定
に
よ
り
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
平
成
十
七
年
度
分
に
係
る
同
規
則
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り

報
告
す
べ
き
事
項
の
う
ち
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
生
活
保
護
法
施
行
細
則
様
式
第
三
十
五

号
及
び
様
式
第
四
十
号
に
区
分
の
定
め
の
あ
る
福
祉
事
務
所
に
係
る
も
の
と
し
て
区
分
さ
れ
る
事

２

由
利
本
荘
市
　
　
　
男
　
鹿
　
市
　
　
　
　
男
　
鹿
　
市
　
　
　
湯
　
沢

市
　
　
　
　
湯
　
沢
　
市
　
　
　
鹿
　
角
　
市
　
　
　
　
大
　
仙
　
市
　
　
　
由
利
本
荘
市

鹿
　
角
　
市
　
　
　
潟
　
上
　
市
　
　
　
　
潟
　
上
　
市
　
　
　
大
　
仙
　
市

「

山
　
　
　
本
　
　
　
仙
　
北
　
市

仙
　
　
　
北
　
　
　
中
　
　
　
央

由
利
本
荘
市
　
　
　
男
　
鹿
　
市
　
　
　
　
男
　
鹿
　
市
　
　
　
湯
　

沢
　
市
　
　
　
　
湯
　
沢
　
市
　
　
　
鹿
　
角
　
市
　
　
　
　
大
　
仙
　
市
　
　
　
由
利
本
荘
市

鹿
　
角
　
市
　
　
　
潟
　
上
　
市
　
　
　
　
潟
　
上
　
市
　
　
　
大
　
仙
　
市
　
　
　
　
市

計
　
　
　
に
か
ほ
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

本
　
　
　
市
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙

北
　
　
　
中
　
　
　
央

北
に
か
ほ
市

北
仙
　
北
　
市

秋
　
　
　
田

由
　
　
　
利

北

山
　
　
　
本

秋
　
　
　
田

由
　
　
　
利

北

山
　
　
　
本



平成17年 9月30日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

項
が
あ
る
場
合
の
当
該
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
九
十
一
号

秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
三
条
第
三
項
」
を
「
第
三
条
第
四
項
」
に
、
「
第
四
項
」
を
「
第

五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
県
営
住
宅
立
入
検
査
員
証
）

第
二
十
一
条

条
例
第
五
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
票
の
様
式
は
、
別
記
様
式
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
二
十
二
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
県
営
住
宅
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知

事
が
別
に
定
め
る
。

附
則
第
一
項
の
見
出
し
を
削
る
。

附
則
第
二
項
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
中
「
。
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
」
を
削

る
。附

則
第
三
項
を
削
る
。

別
表
第
二
の
備
考
（二）
中
「
ヘ
」
を
「
ホ
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
二
十
一
号
ま
で
を
削
る
。

様
式
第
二
十
二
号
中
「
様
式
第2

2

号
　
県
営
住
宅
立
入
検
査
員
証
」
の
次
に
「
（
第2

1

条
関

係
）
」
を
加
え
、
同
様
式
（
裏
面
）
中
「
入
居
者
の
」
を
「
入
居
者
（
前
条
第
２
項
の
許
可
を
受
け

て
普
通
県
営
住
宅
を
使
用
す
る
社
会
福
祉
法
人
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
」

に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
二
項
第
四
号
の
改
正
規
定

は
、
民
間
事
業
者
の
能
力
を
活
用
し
た
市
街
地
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
都
市
再
生
特
別
措
置

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と

い
う
。
）
別
表
第
二
及
び
次
項
の
規
定
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

３

平
成
十
七
年
一
月
一
日
前
か
ら
引
き
続
き
普
通
県
営
住
宅
又
は
改
良
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
者

又
は
そ
の
者
と
同
居
し
て
い
る
者
に
老
年
者
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十

六
年
法
律
第
十
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十

三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
に
規
定
す
る
老
年
者
を
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該

入
居
し
て
い
る
者
に
係
る
新
規
則
別
表
第
二
の
備
考
（二）
に
規
定
す
る
控
除
額
の
合
計
額
は
、
平
成

十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
同
表
の
備
考
（二）
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
老
年
者
一
人
に
つ
き
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額

（
当
該
老
年
者
の
所
得
金
額
（
公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第

一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
金
額
を
い
う
。
）
が
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
場
合

は
、
当
該
所
得
金
額
）
を
加
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
九
十
二
号

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
七
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

「

「

別
表
（一）
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

３

様
式
第
2
2
号
　
県
営
住
宅
立
入
検
査
員
証
　
　
　
　
　
（
第
2
1
条
関

係
）

入
居
者
の
　
　
　
入
居
者
（
前
条
第
２
項
の
許
可
を
受
け

て
普
通
県
営
住
宅
を
使
用
す
る
社
会
福
祉
法
人
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五
十
万
円

三
十
万
円

十
五
万
円

仁
賀
保
町

金

浦

町

象

潟

町

（二）
項
、
（三）
項
及
び
（四）
項
に
掲
げ
る
地

域
を
除
く
地
域

全
域

（二）
項
、
（三）
項
、
（四）
項
及
び
（五）
項
に
掲

げ
る
地
域
を
除
く
地
域

に
か
ほ
市

（二）げ



」

「

に
改
め
、
同
表
（二）
項
中

」

「

金

浦

町

象

潟

町

全
域

（二）
項
、
（三）
項
、
（四）
項
及
び
（五）
項
に
掲

げ
る
地
域
を
除
く
地
域

に
か

（二）
項
、
（三）
項
、
（四）
項
及
び
（五）
項
に
掲

げ
る
地
域
を
除
く
地
域
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尻
、
字
大
野
地
、
字
桑
の
木
田
、
字

水
鳥
池
、
字
将
監
田
、
字
東
山
、
字

田
中
、
字
藪
田
、
字
蟹
沢
、
字
沖
の

田
、
字
広
面
、
字
田
楽
森
、
字
蓬

田
、
字
栗
山
、
字
八
森

本
郷
の
う
ち
字
砂
田
、
字
屋
敷
田
、

字
寺
の
前
、
字
重
利
田
、
字
樋
口
、

字
屋
の
下
、
字
清
水
川
、
字
上
の
川

原
、
字
上
の
平
、
字
谷
地
田
、
字
上

の
林
、
字
中
野
、
字
下
林
、
字
指

平
、
字
岩
森
、
字
大
森
、
字
尾
崎

面
、
字
後
川
、
字
針
立
谷
地
、
字
麻

針
堰

長
岡
の
う
ち
字
後
林

関
の
う
ち
字
北
下
カ
ラ
川
、
字
鬼

平
、
字
元
滝
、
字
清
屋
森

洗
釜
の
う
ち
字
水
呑
場
、
字
焼
山

大
砂
川
の
う
ち
字
棚
下
、
字
北
山
、

字
伊
勢
鉢
井
戸
、
字
笹
小
路
、
字
二

ツ
森
、
字
焼
止
り
、
字
下
小
畑
、
字

下
モ
上
八
道

川
袋
の
う
ち
字
ギ
ク
坂
、
字
立
石
、

字
小
台
、
字
菖
蒲
池
、
字
道
中
背
、

字
新
田
、
字
堰
根

大
須
郷
の
う
ち
字
一
ノ
ヒ
ド
、
字
水

無
、
字
下
畑
、
字
上
畑

小
砂
川
の
う
ち
字
ウ
バ
フ
ト
コ
ロ
、

字
長
表
、
字
長
根

仁
賀
保
町

象

潟

町

馬
場
、
水
沢

伊
勢
居
地
の
う
ち
字
桂
坂
、
字
川

島
、
字
陣
ケ
森
、
字
沢
向

横
岡
の
う
ち
字
中
島
台
十
八
番
、
字

中
島
台
一
番
、
字
川
台
、
字
作
城

森
、
字
笹
長
根
、
字
堤
ミ
、
字
横
長

根
、
字
七
ツ
釜
、
字
峰
の
巣
、
字
上

の
森
、
字
碁
盤
平
、
字
中
の
平
、
字

芹
沢
、
字
一
ツ
森
、
字
林
の
内
、
字

土
橋
、
字
日
影
平
、
字
鼠
森
、
字
渋

川
、
字
林
の
根
、
字
森
ア
イ
、
字
森

の
腰
、
字
道
の
下
、
字
前
谷
地
、
字

道
の
上
、
字
目
貫
谷
地
、
字
上
野
、

字
山
崎
、
字
中
谷
地
、
字
池
頭
、
字

下
谷
地
、
字
家
の
後
、
字
水
岡
、
字

畑
ケ
田
、
字
セ
ン
カ
ミ
谷
地
、
字
切

掛
田
、
字
子
休
場
、
字
湯
の
台
、
字

才
の
神
、
字
上
谷
地
、
字
虹
谷
地
、

字
堰
台
、
字
堰
端
、
字
ク
リ
ノ
、
字

長
田
向
、
字
北
エ
コ
、
字
火
打
森
、

字
休
石
、
字
蟹
沢
、
字
柏
木
、
字
リ

ブ
田
、
字
□
畑
、
字
西
谷
地
、
字
後

谷
地
、
字
川
端
、
字
碁
盤
石
、
字
野

添
、
字
下
長
田
、
字
中
野
、
字
前

田
、
字
中
屋
敷
、
字
後
野
、
字
清
水

塚
、
字
櫻
畑
、
字
林
添
、
字
下
川

原
、
字
川
岸
、
字
上
川
端
、
字
長

泥
、
字
中
川
原
、
字
ウ
バ
渕

小
滝
の
う
ち
字
元
屋
敷
、
字
湯
の

谷
、
字
狐
森
、
字
上
野
田
、
字
深

沼
、
字
瀧
虎
潟
、
字
下
蓬
田
、
字
水

字
桂
坂
、
字
川

字
沢
向

島
台
十
八
番
、
字

に
か
ほ
市

馬
場
、
水
沢

伊
勢
居
地
の
う
ち
字
桂
坂
、
字
川
中

島
、
字
沢
向
、
字
陣
ケ
森

４



を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同

」

」

「

「

表
（三）
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

５

中
島
台
一
番
、
字
川
台
、
字
作
城

森
、
字
笹
長
根
、
字
堤
ミ
、
字
横
長

根
、
字
七
ツ
釜
、
字
峰
の
巣
、
字
上

の
森
、
字
碁
盤
平
、
字
中
の
平
、
字

芹
沢
、
字
一
ツ
森
、
字
林
の
内
、
字

土
橋
、
字
日
影
平
、
字
鼠
森
、
字
渋

川
、
字
林
の
根
、
字
森
ア
イ
、
字
森

の
腰
、
字
道
の
下
、
字
前
谷
地
、
字

道
の
上
、
字
目
貫
谷
地
、
字
上
野
、

字
山
崎
、
字
中
谷
地
、
字
池
頭
、
字

下
谷
地
、
字
家
の
後
、
字
水
岡
、
字

畑
ケ
田
、
字
セ
ン
カ
ミ
谷
地
、
字
切

掛
田
、
字
子
休
場
、
字
湯
の
台
、
字

才
の
神
、
字
上
谷
地
、
字
虹
谷
地
、

字
堰
台
、
字
堰
端
、
字
ク
リ
ノ
、
字

長
田
向
、
字
北
エ
コ
、
字
火
打
森
、

字
休
石
、
字
蟹
沢
、
字
柏
木
、
字
リ

ブ
田
、
字
　
畑
、
字
西
谷
地
、
字
後

谷
地
、
字
川
端
、
字
碁
盤
石
、
字
野

添
、
字
下
長
田
、
字
中
野
、
字
前

田
、
字
中
屋
敷
、
字
後
野
、
字
清
水

塚
、
字
櫻
畑
、
字
林
添
、
字
下
川

原
、
字
川
岸
、
字
上
川
端
、
字
長

泥
、
字
中
川
原
、
字
ウ
バ
渕

小
滝
の
う
ち
字
元
屋
敷
、
字
湯
の

谷
、
字
狐
森
、
字
上
野
田
、
字
深

沼
、
字
瀧
虎
潟
、
字
下
蓬
田
、
字
水

尻
、
字
大
野
地
、
字
桑
の
木
田
、
字

水
鳥
池
、
字
将
監
田
、
字
東
山
、
字

田
中
、
字
藪
田
、
字
蟹
沢
、
字
沖
の

田
、
字
広
面
、
字
田
楽
森
、
字
蓬

田
、
字
栗
山
、
字
八
森

本
郷
の
う
ち
字
砂
田
、
字
屋
敷
田
、

字
寺
の
前
、
字
重
利
田
、
字
樋
口
、

字
屋
の
下
、
字
清
水
川
、
字
上
の
川

原
、
字
上
の
平
、
字
谷
地
田
、
字
上

の
林
、
字
中
野
、
字
下
林
、
字
指

平
、
字
岩
森
、
字
大
森
、
字
尾
崎

面
、
字
後
川
、
字
針
立
谷
地
、
字
麻

針
堰

長
岡
の
う
ち
字
後
林

関
の
う
ち
字
北
下
カ
ラ
川
、
字
鬼

平
、
字
元
滝
、
字
清
屋
森

洗
釜
の
う
ち
字
水
呑
場
、
字
焼
山

大
砂
川
の
う
ち
字
棚
下
、
字
北
山
、

字
伊
勢
鉢
井
戸
、
字
笹
小
路
、
字
二

ツ
森
、
字
焼
止
り
、
字
下
小
畑
、
字

下
モ
上
八
道

川
袋
の
う
ち
字
ギ
ク
坂
、
字
立
石
、

字
小
台
、
字
菖
蒲
池
、
字
道
中
背
、

字
新
田
、
字
堰
根

大
須
郷
の
う
ち
字
一
ノ
ヒ
ド
、
字
水

無
、
字
下
畑
、
字
上
畑

小
砂
川
の
う
ち
字
ウ
バ
フ
ト
コ
ロ
、

字
長
表
、
字
長
根
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象
潟
町
洗
釜
の
う
ち
字
水
呑
場
、
字

焼
山

象
潟
町
大
須
郷
の
う
ち
字
一
ノ
ヒ

ド
、
字
上
畑
、
字
下
畑
、
字
水
ナ
シ

象
潟
町
大
砂
川
の
う
ち
字
伊
勢
鉢
井

戸
、
字
北
山
、
字
笹
小
路
、
字
下
モ

上
ハ
道
、
字
下
小
畑
、
字
棚
下
、
字

二
ツ
森
、
字
焼
止
り

象
潟
町
川
袋
の
う
ち
字
ギ
ク
坂
、
字

小
台
、
字
菖
蒲
池
、
字
新
田
、
字
堰

根
、
字
立
石
、
字
道
中
背

象
潟
町
小
砂
川
の
う
ち
字
ウ
バ
フ
ト

コ
ロ
、
字
長
表
、
字
長
根

象
潟
町
小
滝
の
う
ち
字
上
野
田
、
字

大
野
地
、
字
沖
ノ
田
、
字
蟹
沢
、
字

狐
森
、
字
栗
山
、
字
桑
ノ
木
田
、
字

下
蓬
田
、
字
将
監
田
、
字
田
中
、
字

田
楽
森
、
字
八
森
、
字
東
山
、
字
深

沼
、
字
水
尻
、
字
水
鳥
池
、
字
元
屋

敷
、
字
湯
の
臺
、
字
蓬
田
、
字
龍
虎

潟象
潟
町
関
の
う
ち
字
鬼
平
、
字
北
下

カ
ラ
川
、
字
清
屋
森
、
字
元
滝

象
潟
町
長
岡
の
う
ち
字
後
ロ
林

象
潟
町
本
郷
の
う
ち
字
麻
針
堰
、
字

上
ノ
平
、
字
後
川
、
字
大
林
、
字
尾

崎
面
、
字
上
川
原
、
字
上
ノ
林
、
字

指
平
、
字
下
林
、
字
清
水
川
、
字
重

利
田
、
字
砂
田
、
字
寺
の
前
、
字
樋

口
、
字
中
野
、
字
針
立
谷
地
、
字
屋

敷
田
、
字
谷
地
田
、
字
屋
の
下

象
潟
町
横
岡
の
う
ち
字
池
頭
、
字
上

野
、
字
上
ノ
森
、
字
後
野
、
字
後
谷

地
、
字
ウ
バ
フ
チ
、
字
柏
木
、
字
蟹

沢
、
字
上
川
端
、
字
上
谷
地
、
字
川

岸
、
字
川
台
、
字
葛
畑
、
字
碁
盤

台
、
字
碁
盤
平
、
字
作
城
森
、
字
桜

畑
、
字
笹
長
根
、
字
下
谷
地
、
字
清

水
塚
、
字
下
川
原
、
字
下
長
田
、
字

渋
川
、
字
堰
台
、
字
堰
端
、
字
芹

沢
、
字
セ
ン
カ
ミ
谷
地
、
字
ソ
ブ

田
、
字
堤
、
字
土
橋
、
字
中
川
原
、

字
中
島
岱
一
番
、
字
中
島
台
（
（三）
項

に
掲
げ
る
地
域
を
除
く
。
）
、
字
長

泥
、
字
中
野
、
字
中
ノ
平
、
字
中
谷

地
、
字
中
屋
敷
、
字
七
ツ
釜
、
字
西

谷
地
、
字
虹
谷
地
、
字
鼠
森
、
字
野

添
、
字
蜂
ノ
巣
、
字
林
添
、
字
林
ノ

内
、
字
林
ノ
根
、
字
火
打
森
、
字
日

影
平
、
字
一
ツ
森
、
字
前
田
、
字
前

谷
地
、
字
水
岡
、
字
道
の
上
、
字
道

の
下
、
字
向
長
田
、
字
目
貫
谷
地
、

字
休
石
、
字
山
崎
、
字
横
長
根

仁
賀
保
町

象

潟

町

釜
ケ
台
、
冬
師

横
岡
の
う
ち
字
中
島
、
字
台
二
十

番
、
字
鳥
越
、
字
赤
谷
地
、
字
獅
子

留
沢
、
字
山
の
下
、
字
滝
、
字
堂
の

前
、
字
川
原
田
、
字
中
ノ
又
、
字
無

沢
、
字
国
見
館
、
字
大
桂
、
字
倉

下
、
字
平
の
下
、
字
田
ノ
上
、
字
坂

ノ
下
、
字
入
り
、
字
横
道
、
字
大

野
、
字
瓜
谷
地
、
字
大
畑
、
字
山

館
、
字
落
ノ
下
、
字
滝
ノ
沢
、
字
若

菅
平

に
か
ほ
市

釜
ケ
台

象
潟
町

象
潟
町

字
小
屋

象
潟
町

十
二
郷

字
賦
谷

象
潟
町

上
北
カ

カ
ラ
川

象
潟
町

字
焼
山

象
潟
町
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「

に
、

」

」

「

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
（四）
項
中

」

「
を

」

「

「

に
、

を

６

本
郷
の
う
ち
字
上
ノ
平
、
字
水
林
、

字
萩
坂
、
字
十
二
郷

小
滝
の
う
ち
字
サ
ス
平
、
字
賦
谷

地
、
字
中
割
賦
、
字
十
二
郷
、
字
西

割
賦

関
の
う
ち
字
上
北
カ
ラ
川
、
字
上
カ

ラ
川
、
字
下
カ
ラ
川
、
字
橋
の
尻
、

字
道
中
背
、
字
小
屋
ノ
沢

西
中
ノ
沢
の
う
ち
字
柵
上
、
字
焼
山

川
袋
の
う
ち
字
出
口

小
砂
川
の
う
ち
字
観
音
森
、
字
小
屋

場

萩
坂
、

象
潟
町

犬
野
、

谷
地
、

下
、
字

下
、
字

滝
、
字

前
、
字

中
島
台

番
、
字

沢
、
字

り

、
冬
師

川
袋
の
う
ち
字
出
口

小
砂
川
の
う
ち
字
観
音
森
、

場小
滝
の
う
ち
字
サ
ス
平
、
字

、
字
中
割
賦
、
字
西
割
賦
、

地関
の
う
ち
字
上
カ
ラ
川
、
字

ラ
川
、
字
小
屋
ノ
沢
、
字
下

、
字
橋
ノ
シ
リ
、
字
道
中
背

西
中
野
沢
の
う
ち
字
棚
上
、

本
郷
の
う
ち
字
十
二
郷
、
字

字
水
林

横
岡
の
う
ち
字
赤
谷
地
、
字

字
入
り
、
字
岩
菅
平
、
字
瓜

字
大
桂
、
字
大
畑
、
字
落

川
原
田
、
字
国
見
館
、
字
倉

坂
の
下
、
字
獅
子
留
沢
、
字

瀧
沢
、
字
田
の
上
、
字
堂
ノ

鳥
越
、
字
中
島
岱
二
番
、
字

二
十
番
、
字
中
島
台
二
十
一

中
の
又
、
字
平
の
下
、
字
無

山
館
、
字
山
の
下
、
字
横
通

□

横

手

市

平

鹿

町

雄
物
川
町

大

森

町

十
文
字
町

大

雄

村

全
域

全
域

全
域

全
域

全
域

全
域

横

手

市

（四）
項
及
び
（五）
項
に
掲
げ
る
地
域
を
除

く
地
域

仁
賀
保
町

象

潟

町

町町

国
有
林
地
域

横
岡
の
う
ち
字
上
ノ
山
、
字
落
ノ

上
、
字
堰
口

関
の
う
ち
字
一
ノ
沢
、
字
切
道
、
字

焼
山

本
郷
の
う
ち
字
所
持
谷
地
、
字
ミ
ノ

ワ
、
字
亀
森
、
字
藤
島
台

川
袋
の
う
ち
字
上
ノ
山
、
字
奥
山

大
砂
川
の
う
ち
字
フ
ク
ベ
長
根

に
か
ほ
市

象
潟
町
大
砂
川
の
う
ち
字
フ
ク
ベ
長

根象
潟
町
川
袋
の
う
ち
字
上
ノ
山
、
字

奥
山

象
潟
町
関
の
う
ち
字
一
ノ
沢
、
字
切

道
、
字
焼
山

象
潟
町
本
郷
の
う
ち
字
亀
森
、
字
所

持
谷
地
、
字
藤
島
台
、
字
ミ
ノ
ワ

象
潟
町
横
岡
の
う
ち
字
上
の
山
、
字

落
上
、
字
堰
口

ベ
長

、
字

字
切

増

田

町

山

内

村

全
域

（五）
項
に
掲
げ
る
地
域
を
除
く
地
域

横

手

市

増内除渕
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」

」

「

 
に
改
め
、
同
表
（五）
項
中

」

「

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

」

」

「
を

」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

７

字
所

ワ、
字

□
増
田
町
、
山
内
筏
、
山
内
大
沢
、
山

内
大
松
川
（
（五）
項
に
掲
げ
る
地
域
を

除
く
。
）
、
山
内
小
松
川
、
山
内
土

渕
、
山
内
平
野
沢

増

田

町

山

内

村

全
域

（五）
項
に
掲
げ
る
地
域
を
除
く
地
域

横

手

市

増内除渕

象

潟

町

横
岡
の
う
ち
字
中

字
谷
櫃
、
字
稲
村

本
郷
の
う
ち
字
谷

洗
釜
の
う
ち
字
大

小
滝
の
う
ち
字
鉾

関
の
う
ち
字
ヲ
ボ

西
中
の
沢
の
う
ち

島
岱
、
字
二
番
、

嶽
、
字
黒
坊
沢

間平建ケ
沢

字
深
山

に
か
ほ
市

象
潟
町
洗
釜
の
う
ち
字
大
平

象
潟
町
小
滝
の
う
ち
字
鉾
建

象
潟
町
関
の
う
ち
字
ヲ
ボ
ケ
沢

象
潟
町
西
中
野
沢
の
う
ち
字
深
山

象
潟
町
本
郷
の
う
ち
字
谷
間

象
潟
町
横
岡
の
う
ち
字
稲
村
嶽
、
字

黒
坊
沢
、
字
谷
櫃

国
有
林
地
域

山

山

内

村

南
郷
、
黒
沢
、
三
又

大
松
川
の
う
ち
字
福
万
、
字
外
山

横

手

市

山
内
黒
沢
、
山
内
南
郷
、
山
内
三
又

山
内
大
松
川
の
う
ち
字
外
山
、
字
福

万
、
国
有
林
地
域

山
内
三
又

山
、
字
福

山
内
三
又

山
、
字
福
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